
（都道府県名：青森県）

成果目標 事業内容（計画）
成果目標に対す
る成果実績

事業実績

十和田市

上北農
産加工
農業協
同組合

産地競争力
の強化

需要に応じ
た生産量の
確保

土地利用型
作物（大豆・
小麦）

生産者（２農協）
との契約栽培に
ついての合意形
成

・協議会開催（２回）
・市場動向調査（２回）
・新商品試作試験(一式)
・講習会開催（２回）

生産者（２農協）
との契約栽培に
ついての合意形
成

・協議会開催（２回）
・市場動向調査(２回)
・新商品試作試験（一式)
・講習会開催(２回)

○ ○

事業内容は計画どおり実施されてい
ること、さらには地元における「麦」、
「大豆」の作付状況を分析・検討した
結果、次年度に向けてより地元と結び
ついた形（原料を限りなく100％地元で
調達）での取り組みが可能であるとの
見通しとなった。

○ 100%

十和田市

十和田
市農業
協同組
合

産地競争力
の強化

生産性の向
上

家畜改良増
殖（肉用牛）

繁殖雌牛の増頭 繁殖雌牛導入
基金造成１５頭分
実施

繁殖雌牛導入のための
基金造成実施

○ ○
繁殖雌牛導入のための基金造成を予
定どおり行った。 ○ 100%

十和田市

十和田
市農業
協同組
合

産地競争力
の強化

輸入急増農
産物におけ
る国産シェア
の奪回

野菜（ねぎ、
にんにく）

・にんにく加工品2
　種類追加
・販促キャンペー
　ンの実施　３回
・出荷市場及び
取
　引業者との情報
　交換会　４回
・土壌診断に基づ
　く適正施肥栽培
　面積の増加
　ねぎ6.7ha
　(2ha増加)
　にんにく
　69ha(31ha増
加）
・栽培・販売等情
　報　4回発行

・にんにく加工試作品の
　作成
・販促キャンペーン等の
　実施
・小口ＤＢの作成(デザイ
　ン作成）
・市場・消費地等情報収
　集の実施
・先進地視察調査の実
施
・定期情報紙の発行

・にんにく加工品2
　種類追加
・販促キャンペー
　ンの実施　３回
・出荷市場及び
取
　引業者との情報
　交換会　３回
・土壌診断に基づ
　く適正施肥栽培
　面積の増加
　ねぎ6.7ha
　(6.7ha増加)
　にんにく
　69ha(58ha増
加）
・栽培・販売等情
　報　4回発行

・にんにく加工試作品の
　作成
・販促キャンペーン等の
　実施
・小口ＤＢの作成(デザイ
　ン作成）
・市場・消費地等情報収
　集の実施
・先進地視察調査の実
施
・定期情報紙の発行

○ ○

ミネラル栽培の取組について、ねぎで
は目標を達成した。にんにくについて
は、現状の２０％に対して２５ポイント
の増加と確実に伸びている。

○ 100%

（注）１．取組名欄の（　　）内には、対象作物・畜種等名を記入する。

　　　２．　「評価」の欄は、成果目標の達成状況について、達成又は概ね（８割以上）達成されたと判断される場合は○、概ね半分（４割）以上達成されたと判断される場合は△、これ以下の場合は×を記入

　　　３．複数の項目を成果目標として掲げている場合、成果目標の達成率は、それぞれの項目の達成率の平均とする。

　　　４．地方農政局等において記入する成果目標の達成率については、○においては100%、△においては50%、×においては0% の達成率とする。

※様式は「強い農業づくり交付金の事業評価の実施について」（平成１７年１０月３日付け１７生産第３５１０号農林水産省大臣官房国際部長、農林水産省総合食料局長、農林水産省生産局長、農林水
産省経営局長通知）別記様式１－（1）に準じる。

内は地方農政
局等において
記入

成果目
標の達
成率

都道府
県による
評価

事業実施後（目標年度）
農政局
による
評価

都道府県による評価結果の
判断根拠、要因分析
（必要に応じて記入）

事業実
施主体
による評
価

計画策定時
市町村名
（または
地区名）

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした推進事業）

政策目的 取組名政策目標
事業実
施主体
名


